
１.はじめに

昨今、少子化による人手不足や、労働条件や就業環

境が劣悪で、労働者を酷使・選別するブラック企業の

増加、それらの課題に国の対応が追いついていないこ

と等、労働者を取り巻く環境は、大きな変化や深刻な

問題を抱えている。その中で、若年者の早期離職が顕

著にみられる。「新規学卒者の３年以内の離職状況」に

よれば、特に３年以内の新規大卒就職者のうち、３割

が離職している。特に、新規大卒就職者の産業分類別

(大分類)就職３年後の離職率の推移では、「宿泊業・飲

食サービス業」、「生活関連サービス業・娯楽業」、「教

育・学習支援業」の業界では、新規大卒就職者の離職

率は５割前後と高い割合となっている［1］。新卒３年以

内離職者が「初めての正社員勤務先」を離職した離職

理由としては、労働条件や就職先とのミスマッチが多

く挙げられた［2］。このミスマッチを最小限に抑えるた

めには、様々な企業に対する従業員の評価を収集・分

析し、どのような企業に対し、どのような評価をして

いるのかを明らかにする必要がある。

そこで、本研究では新規大卒就職者の産業分類別(大

分類)就職３年後の離職率が46.2％と高い教育・学習支

援業界の企業をケーススタディとして、従業員、元従

業員(以下、従業員)が入力した転職サイトにおける評

価項目に対する評価点を利用して、企業をタイプ分類

するとともに、従業員の各企業での仕事や職場環境へ

の評価(満足な点や不満な点)の傾向と企業タイプとの

関係を明らかにすることを目的とする。またそれらの

結果に対して心理学的な観点から考察を行う。

具体的には、まず、教育・学習支援業界における企

業90社に対する、転職サイト中で回答された８つの評

価項目と総合評価に対するスコア値と10種の評価カテ

ゴリについてのクチコミ(総数約30,000件)を抽出する。

次に、抽出された８つの評価項目と総合評価のスコア

値を用いて、主成分分析とクラスター分析を用いた仕

事や職場環境への評価や満足度に関する要因分析結果

を基にした企業のタイプ分類を行う。さらに、各企業

の10種の評価カテゴリに対するクチコミ内の評価ワー

ドの同定と各出現率を求め、それらを統計解析するこ
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とにより企業タイプ別に頻出するクチコミの内容と企

業タイプの特徴との関係を分析する。最後に、職場へ

の満足度を向上させる手がかりを探るため、それらの

結果に対して心理学的観点からの考察を行う。

本研究では、Web上の転職サイトにおけるクチコミ

に対しテキストマイニングを用いて分析を行い、クチ

コミの内容と企業タイプの特徴との関係を明らかにす

る。ここで、テキストマイニングとは、一般的に、質

的データを形態素(意味を持つ最小の言語単位)に分解

した後に、それらの形態素を数量化し、統計や多変量

解析等を用いて形態素間の関連性を掘り起こす分析方

法のことである。テキストマイニングの利点は、①大

量(数多くの研究対象者数)のデータ処理が可能である

こと、②形態素を数値に置き換え、統計分析を用いて

処理するため、研究者によるデータの恣意的な解釈を

回避できること、③バラバラに見えるデータから共通

性を見出すことが可能であること、等が挙げられる［3］。

Web上のデータにテキストマイニングを用いた研究

として、上門らは転職サイトの職務経歴書から、会員

の内在する特徴を抽出し、離脱の有無を決定づける要

因について明らかにした［4］。また、前島らは製造業を

対象とし、企業の経営理念に含まれる単語をテキスト

マイニングにより分析を行って、それらが早期離職や

経常利益、給与等に異なる影響を及ぼすことを示し

た［5］。これらの若年者の企業に対する評価や離職につ

ながる要因に関する研究は、100名程度の被験者に質問

紙調査や自由記述調査を行い、分析したものや1,000名

程度を対象にした簡潔な質問項目からなるWebアン

ケートを分析したものが多い。したがって、100社近い

企業の多くの被験者(従業員)が回答した約30,000件に

及ぶクチコミ(評価文)を分析し、また企業タイプの違

いでクチコミの内容がどのように異なるのかを分析し

た例はほとんどない。

よって、本研究の特徴は、ビックデータを用いたテ

キストマイニングの研究と、従業員の仕事や職場環境

への評価に関する研究を融合したことである。

２.研究対象にした転職サイトの概要とその評価項目

とクチコミにおける評価カテゴリに対する考察

２.１ 研究対象の転職サイトの概要

インターネットの登場で、求人情報をオンラインで

提供するWebサイトが次々と誕生している。そのひと

つである転職サイトは、転職情報サイト、求人サイト、

求人情報サイトと呼ばれ、オンライン上で求人情報の

提供、転職活動に関連するノウハウや企業に関する情

報を提供するサイトのことを指している。一般的な転

職サイトは、中途採用を行う企業から求人広告の掲載

を行うことで広告費を得て運営されている。ユーザー

にとっても無料で手軽に情報を得ることができるため、

転職の際の利用手段として広く普及してきている。そ

の数は、国内だけで大小併せて300近くあると言われて

いる。本研究では転職サイトにおける評価項目に対す

る評価点を利用して研究を行うが、対象とする転職サ

イトを「Vorkers(ヴォーカーズ)https：//www.vorkers.com」

とした。

ここで、Vorkersを選んだ理由としては、国内最大級

の企業掲載数、ユーザー数、さらに本研究の対象であ

るクチコミの多さ(特に、クチコミの文書量)を特徴と

しているからである。Vorkersのクチコミの文書量が

多いのは、投稿者が本サイトに投稿する場合、10種の

評価カテゴリへの記述において、総計で500文字以上の

記述が投稿条件となっているためである。他の転職サ

イトの多くでは、このような条件がないため、極めて

短い短文のみの投稿が散見され、本研究の目的のひと

つであるクチコミの分析に不向きであると考えた。

次に、分析対象業界は、教育・研修支援業界とした。

その理由は、前述の通り新規大卒就職者の産業分類別

(大分類)就職３年後の離職率が46.2％と、数ある業種

の中でも離職率が相対的に高く、業界が大手から中小

企業まで多くの企業により構成されており、様々な問

題を潜在的に抱えていると考えられたからである。よ

って、教育・研修支援業界において、Vorkersにおける

クチコミ数の多い順にソートし、分析に耐えうる最低

クチコミ数100以上が投稿されている企業まで、計90社

を選出し、ケーススタディとした。

そこで、株式会社ヴォーカーズより、このクチコミ

数の多い上位90社における後述する８つの評価項目に

おけるスコア値と総合評価点、ならびに10種の評価カ

テゴリにおける全クチコミのデータ約30,000件を提供

してもらい、分析用データとした。以下、約30,000件

のデータ概要をまとめる。

データ取得期間：2007年９月～2017年12月

回答者延べ数(男女延べ人数)：29,649名(男性：

17,995名、女性：11,654名)

在職期間：１年未満：10,963件、１年以上～３年

未満：7,757件、３年以上～５年未満：7,644件、

５年以上～10年未満：2,277件、10年以上～15年未

満：620件、15年以上～20年未満：388件

回答時の在籍状況：在籍：9,934件、退職済：

19,715件

入社形態：新卒：12,194件、中途：17,455件

２.２ 企業に対する評価項目とクチコミにおける10種

の評価カテゴリに対する心理学的観点からの

考察

先行研究では、野田らが若手社員の職場適応感の理

解について職場適応感尺度を用い質問紙調査を実施し

ている［6］。職場適応感尺度とは、野田らが大久保の「青

年用適応感尺度」［7］を参考に、文頭に「職場において」

等の文を加え提示したものである。『居心地の良さの感
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覚』(11項目)、『課題・目的の存在』(７項目)、『被信

頼・受容感』(６項目)、逆転項目で『劣等感の無さ』

(６項目)によって構成される。回答形式は「全くあて

はまらない」から「非常によくあてはまる」までの５

件法である。これを主因子法による因子分析(バリマッ

クス回転)を行った結果、第１因子は『良好な人間関

係』、第２因子は『課題・目的の存在』、第３因子は『被

信頼・受容感』、第４因子は『劣等感の無さ』、ならび

に第５因子は『職場安心感』としている。野田らは、

若手社員の職場不適応感の改善には、職場での貢献や

ライフスキルの向上よりも、職場適応まで一定期間不

安を抱えざるを得ない若手社員にとって、職場での人

間関係形成に関わる要因が重要であることを明らかに

した。一方、若手社員と年長社員の間に職場適応感に

差異は認められなかったことから、単に経験や職歴に

よって職場適応感が影響されるわけではないことを示

した。

また、岡本は、労働政策研究・研修機構(JILPT)の

「就業形態の多様化の中での日本人の働き方調査」、電

機連合の組合員意識調査「仕事にやりがいを感じる理

由」、JILPTの「従業員の意識と人材マネジメントの課

題に関する調査」の３つのパイロット調査によって職

務満足要因を抽出し、それを元にアンケート調査項目

を作成し実態調査を行った［8］。職務満足要因は「個人

の能力・技能の発揮・成長」、「仕事への充実感・達成

感」、「責任ある仕事・使命感」、「知的好奇心・自立心」

の内発的動機づけ要因と、「経済的報酬」、「対人関

係」、「個人の対評価・昇格・昇進」、「会社の方針(情報)

と実行」の外発的動機づけ要因に整理される。岡本は

これらに属する質問項目を修正・追加し、アンケート

調査を実施し、主因子法による因子分析を行い、４因

子を抽出した。第１因子は『仕事のやりがい感』、第２

因子は『個人に対する会社の評価』、第３因子は『自律

的な取り組み』、第４因子は『職場の親和感』としてい

る。従業員が抱く職務満足の実態は、これら４つのコ

ンセプトにまとめられることを示した。

次にVorkersでは下記の８つの評価項目と総合評価

(以後、総合評価も評価項目のひとつとし、９つの評価

項目と呼ぶ)に対するスコア値が企業ごとに示されて

いる。

会社評価項目：

１）待遇面の満足度、２）人事評価の適正感、３）

法令順守意識、４）人材の長期育成、５）20代成長環

境、６）社員の相互尊重、７）風通しの良さ、８）社

員の士気、９）総合評価

また、下記の10種の評価カテゴリにおけるクチコミ

が企業ごとに示されている。

評価カテゴリ：

１）組織体制・企業文化、２）年収・給与制度、３）

入社理由と入社後ギャップ、４）モチベーション・評

価制度、５）女性の働きやすさ、６）ワーク・ライフ・

バランス、７）成長・キャリア開発、８）退職検討理

由、９）企業分析［強み・弱み・展望］、10）経営者へ

の提言

Vorkersの企業に対する９つの評価項目とクチコミ

のための10種の評価カテゴリと先行研究の因子を比較

すると、表１のように対応させることができる。これ

らの各因子に対応する評価項目・評価カテゴリに加え、

３）法令順守意識の評価項目や２）年収・給与制度、

３）入社理由と入社後ギャップ、といった多様な評価

カテゴリにより過去の心理学的研究の質問項目を包含

した研究ができると考えた。

このように、過去の心理学的研究の中で抽出された

因子とVorkersの評価項目、クチコミのための評価カ

テゴリは重なる部分が多く網羅している。加えて、

Vorkersのクチコミは多様な切り口からの質問が行わ

れ、自由記述を得ていることが特徴である。また、１

社当たりに回答されたクチコミ数が100件以上とする

ことにより、数で信頼性を確保できると考えた。

なお、現在、転職サイトVorkersは、openwork(オー

プンワーク)とサイト名が変更されている。

３.主成分分析とクラスター分析を用いた職場への満

足度に関する要因分析とそれを基にした分類と考察

本節では、Vorkersにおける教育・研修支援業界のク

チコミ数の多い上位90社をケーススタディとし、各企

業の９つの評価項目におけるスコア値を用いて主成分

分析を行った。ここで、主成分分析を用いた理由とし

Web上の転職サイトの情報を用いた職場への総合評価に影響を与える要因の分析と考察

表１ ９つの評価項目、クチコミのための10種の評価カテゴリとの比較
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て、９つの属性をできるだけ少ない次元数に圧縮し、

その要因を探ることを目的としたためである。分析結

果、第１～３主成分(主成分負荷量)の累積寄与率が80

％を超えたため、第３主成分までを解釈の対象とし、

下記の３軸を抽出した。

第１軸(寄与率52.10％)：

(－側)すべての評価項目のスコア値が低い

(＋側)すべての評価項目のスコア値が高い

解釈：ブラック企業の傾向が強いか、弱いかの判断

の軸

第２軸(寄与率18.40％)：

(－側)20代成長環境、人事評価の適正感、社員の士

気

(＋側)法令順守意識、待遇面の満足度

解釈：若年者に責務ある仕事を積極的に任せるか、

古い会社で年功序列かの軸

第３軸(寄与率10.25％)：

(－側)風通しの良さ、社員の相互尊重

(＋側)人事評価の適正感、人材の長期育成

解釈：ベンチャー的フラットな組織か、しっかりし

た人事評価、育成プログラムを持つ企業かの軸

次に、90社の第１～３軸までの主成分得点を用いて

クラスター分析(最長距離法)を行った。その結果、Ａ

～Ｅの５つのクラスターに分類することができた(表

２)。各クラスターの特徴を以下に記す。ただし、企業

No.５、37は他のクラスターと離れているため、外れ値

として除外した。

■クラスターＡ(第１軸＋－、第２軸－、第３軸＋－)：

総合的な評価は中間で、20代成長環境、人事評価の適

正感、社員の士気は相対的に高いが、待遇面の満足度

は中庸タイプ【総合評価は中庸で、若い社員に責任あ

る仕事をさせる企業群】

■クラスターＢ(第１軸－、第２軸＋、第３軸＋－)：

総合的な評価は低く、法令順守意識、待遇面の満足度

は相対的に高いが、20代成長環境、人事評価の適正感、

社員の士気は低いタイプ【総合評価は低い年功序列型

で、責任ある仕事をしてみたい若い社員にはやや不満

のある企業群】

■クラスターＣ(第１軸－、第２軸＋－、第３軸＋－)：

総合的な評価は低く、法令順守意識、待遇面の満足度、

20代成長環境、人事評価の適正感、社員の士気は中庸

タイプ【総合評価は低い、他は中庸的な企業群】

■クラスターＤ(第１軸＋、第２軸＋、第３軸＋－)：

総合的な評価は高く、法令順守意識、待遇面の満足度

は相対的に高いが、20代成長環境、人事評価の適正感、

社員の士気は低いタイプ【総合評価は高い年功序列型

の大手企業で、責任ある仕事をしてみたい若い社員に

はやや不満のある企業群】

■クラスターＥ(第１軸＋、第２軸－、第３軸＋－)：

総合的な評価は高く、20代成長環境、人事評価の適正

和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第70集 (2020)
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感、社員の士気は相対的に高いタイプ【総合評価は高

いベンチャー型企業で、若い社員に責任ある仕事をさ

せる企業群】

さらに、第１～３軸における９つの評価項目におけ

るスコア値の主成分負荷量を用いてクラスター分析

(最長距離法)を行った。その結果、９つの評価項目を

Ⅰ～Ⅴの５つのクラスターに分類することができた

(図１)。

各クラスターの特徴を以下に記す。

■クラスターⅠ：「法令順守意識」のみからなるクラ

スターである。

■クラスターⅡ：「待遇の満足度」と「人材の長期育

成」からなるクラスターである。「待遇の満足度」と「人

材の長期育成」が関連していることは興味深い。

■クラスターⅢ：「社員の相互尊重」と「風通しの良

さ」からなるクラスターである。「社員の相互尊重」が

なければ、「風通しの良さ」は生じない。これらの２つ

の評価項目は、そもそも原因と結果のような関係であ

る。前出の野田らの研究結果の第１因子『良好な人間

関係』や岡本の研究結果の第４因子『職場の親和感』

とほぼ同義と考える。また、このクラスターの中に、

「総合評価」が含まれることは興味深い。

■クラスターⅣ：「人事評価の適正感」のみからなる

クラスターである。野田らの研究結果の第３因子『被

信頼・受容感』とほぼ同義と考える。

■クラスターⅤ：「20代成長環境」と「社員の士気」

からなるクラスターである。「20代成長環境」がある職

場は、「社員の士気」が高いといえる。野田らの研究結

果の第２因子『課題・目的の存在』や岡本の研究結果

の第３因子『自律的な取り組み』とほぼ同義と考える。

以後、クラスターⅠ～Ⅴを、それぞれ評価基準①～⑤

と呼ぶことにし、①法令順守意識、②待遇面の満足度・

人材の長期育成、③社員の相互尊重・風通しの良さ、

④人事評価の適正感、⑤社員の士気、成長環境と名付

けた。

４.Web上の10種の評価項目におけるクチコミを用

いた職場への評価に関する分析

４.１ 転職サイトの各評価項目に対するクチコミにお

ける評価ワード抽出方法概説

４.１.１ 形態素解析

人名・地名等の固有名詞や日付・時間等の数値表現

を総称して固有表現という。固有表現の出現箇所を同

定し、その種類(固有表現クラス)を判断することを固

有表現抽出と呼び、質疑応答、情報抽出等のより高次

のテキスト処理のために必要不可欠な基礎技術の１つ

として認識されている。本研究では評価ワード辞書と

評価表現辞書を用いて、クチコミから固有表現を抽出

する。固有表現の同定には形態素解析と係り受け構文

解析を利用する。形態素解析とは、文章中の単語を区

切り、その品詞を判別する技術である。例えば、「私の

職場は残業が多い」という文章を形態素解析すると以

下のような結果となる。

形態素解析を行うソフトウェアは MeCab、Juman、

Cabocha 等、多くのものが存在する。本研究では、辞

書カスタマイズの必要が無い点、システムへの組み込

みが容易である点から、Yahooデベロッパーネットワ

ークの日本語形態素解析を利用する［9］。

４.１.２ 係り受け構造解析

係り受け構造解析とは、文章を文節単位に区切り、

その係り受け関係を判別する自然言語処理技術の１つ

である。日本語においては、文章における任意の１つ

の文節は、少なくともその文節の後の１つの文節と係

り受け関係を持つ特徴がある。例えば「残業がなくて

待遇が良い」という文章を係り受け構造解析する場合

は以下のような結果となる。

本研究では、係り受け構造解析に関しても同様に、

Yahooデベロッパーネットワークの日本語係り受け

解析を利用する［10］。

４.２ 形態素解析と係り受け構造解析を使ったクチコ

ミにおける固有表現の同定と抽出

４.２.１ 評価ワード辞書と評価表現辞書の構築

感性工学の分野では、モノやコトの感性評価を表す

言葉を評価ワードと呼ぶ。この評価ワードは主に、名

詞、形容詞や形容動詞で表されることが知られている。

本研究では、評価ワード辞書を用いて、クチコミから

評価ワードを抽出する。評価ワード辞書構築のために、

各クラスターから１～２社ずつの計８社を選択し、そ

Web上の転職サイトの情報を用いた職場への総合評価に影響を与える要因の分析と考察

図１ クラスター分析結果
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れら企業における約3,000件のクチコミを読んで、特徴

的な計83個の評価ワードを抽出した。その後、抽出し

た評価ワードの基本形と類義語を評価ワード辞書に登

録した。構築した評価ワード辞書を表３に示す。

次に、抽出されたクチコミ中の評価表現に、名詞か

ら「良い」「悪い」等の極性語に係り受け関係があり、

ポジティブかネガティブの極性を示すものが含まれる。

よって、本節では、前節での評価ワードとは別に、名

詞＋極性語(以下、これを極性語句と呼ぶ)を登録した

評価表現辞書を作成する。これにより、例えば「離職

率が高い」の名詞である「離職率」だけでは判別でき

ない評価表現に対して、「離職率が高い」はネガティブ

であると、より正確な分析が可能となる。そこで、先

述のように各クラスターの企業から１～２社ずつを抽

出し、計８社に関するクチコミ約3,000件から極性語句

を合計25個抽出し、評価表現辞書とした(表４)。以後、

評価ワード83語と極性語句25語を併せて、単に評価ワ

ードと呼ぶことにする。よって、計108語の評価ワード

を得た。

４.２.２ 評価ワードの５つの評価基準への分類

次に、108語の評価ワードを、３章で定義した５つの

評価基準①～⑤へ分類するとともに、ポジティブワー

ドかネガティブワードかで、さらに分類を行った。分

類は、前述の先行研究や心理学に対する知識のある複

数人の意見を参考に決定した。その分類結果を表５

～９に示す。その結果、次のようなことが推察された。

①法令順守意識において、ポジティブワードは「残

業がない」「休暇が取りやすい」等６語、ネガティブワ

ードは「残業が多い」「休日がない」等10語が抽出でき

た。ネガティブワードのほうがやや多い結果となった。

①法令順守意識における評価ワードの合計は16語であ

った。

②待遇面の満足度・人材の長期育成において、ポジ

ティブワードは「待遇が良い」「働きやすい」等９語、

ネガティブワードは「待遇が悪い」「退職率が高い」等

９語が抽出できた。ポジティブワードとネガティブワ

ードは同数となった。②待遇面の満足度・人材の長期

育成における評価ワードの合計は18語であった。

③社員の相互尊重・風通しの良さにおいて、ポジテ

ィブワードは「風通しが良い」「信頼関係が高い」等16

語、ネガティブワードは「風通しが悪い」「閉鎖的」等

16語が抽出できた。ポジティブワードとネガティブワ

ードは同数となった。③社員の相互尊重・風通しの良

さにおける評価ワードの合計は32語となり、評価基準

①、②における評価ワードに比べ、約1.5倍の評価ワー

ドが抽出された。

④人事評価の適正感において、ポジティブワードは

「評価される」の１語、ネガティブワードは「評価が

低い」「異動が多い」等３語が抽出できた。ネガティブ

和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第70集 (2020)

表３ 作成した評価ワード辞書

表４ 作成した評価表現辞書
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ワードのほうがやや多い結果となった。④人事評価の

適正感における評価ワードの合計は４語となり、他の

評価基準における評価ワードに比べ、圧倒的に少ない

結果となった。

⑤社員の士気、成長環境において、ポジティブワー

ドは「チャレンジできる」「活気のある」等28語、ネガ

ティブワードは「人材不足」「士気が低い」等10語が抽

出できた。ポジティブワードのほうが３倍近く多い結

果となった。⑤社員の士気、成長環境における評価ワ

ードの合計は38語となり、他の評価基準における評価

ワードに比べ、圧倒的に多い結果となった。特にポジ

ティブワードにおける評価ワードの種類の多さが特徴

的である。

４.３ 各企業タイプ別における同定された評価ワード

の基本統計量からの全体概要の考察

本節では、企業タイプ別に自動抽出された評価ワー

ドとその数を利用して、心理学の観点から企業タイプ

別の特徴を分析する。各企業における各評価ワードの

出現率を算出した。

ここで評価ワードの出現率ij(％)とは、以下の式⑴

で算出した。

例として、算出した評価基準①のポジティブワード、

ネガティブワードにおける各評価ワードの出現率を表

10に示す。紙面の関係上、評価基準②～⑤については

割愛した。

次に、各評価ワードの出現率の結果から企業タイプ

別に考察を行う。まず、各企業タイプにおける各評価

基準でのポジティブワード、ネガティブワードの出現

率の平均値(表10の濃灰色部)を抽出したものを表11に

示す。その結果、以下のことが推測された。

■クラスターＡ：①法令順守意識のネガティブワード

出現率が５つの企業タイプの中で最も高く、③社員の

相互尊重・風通しの良さのポジティブワードの出現率

が５つの企業タイプの中で最も低いことが特徴である。

全体的な評価は中間であるが、休日が少ない、ノルマ

や負担が多いと感じる人が多いことが考えられる。

■クラスターＢ： ①法令順守意識のネガティブワー

ド出現率が５つの企業タイプの中で最も低いこと、②

待遇面の満足度・人材の長期育成のポジティブワード

の出現率が５つの企業タイプの中で最も低いことが特

Web上の転職サイトの情報を用いた職場への総合評価に影響を与える要因の分析と考察

表５ 評価基準①

表６ 評価基準②

表７ 評価基準③

表８ 評価基準④

表９ 評価基準⑤
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徴である。企業のコンプライアンス意識は悪くはない

が、安定性、将来性が高い評価をされることが少なく、

総合的な評価が低くなっている。

■クラスターＣ：②待遇面の満足度・人材の長期育成

のネガティブワードの出現率が５つの企業タイプの中

で最も高いこと、③社員の相互尊重・風通しの良さの

ネガティブワードの出現率が５つの企業タイプの中で

最も高いことが特徴である。他のクラスターに属する

企業と比較して、給与等に対する不満が特に高く、ト

ップダウン、ワンマン傾向への指摘も多い。

■クラスターＤ：②待遇面の満足度・人材の長期育成

のネガティブワードの出現率が５つの企業タイプの中

で最も低いこと、③社員の相互尊重・風通しの良さの

ポジティブワードの出現率が５つの企業タイプの中で

最も高いこと、さらに④人事評価の適正感のポジティ

ブワードの出現率が５つの企業タイプの中で最も低い

ことが特徴である。給与等に対する不満は少なく、社

内の人間関係も良好である傾向が現れている。一方で、

年功序列型の大企業が多いため、若年者は自身に対す

るより高い評価を望んでいることが考えられる。

■クラスターＥ：③社員の相互尊重・風通しの良さの

ネガティブワードの出現率が５つの企業タイプの中で

最も低いこと、さらに④人事評価の適正感のポジティ

ブワードの出現率が５つの企業タイプの中で最も高い

ことが特徴である。ベンチャー企業が多く、風通しの

良さや人間関係に不満が少なく、自身が十分な評価を

受けているとする人が多いと考えられる。

ただし、⑤社員の士気、成長環境に関しては、どの

企業クラスターにおいても平均値にほぼ差がなかった。

４.４ 各評価ワード、各評価基準における各企業タイ

プ間での多重比較検定結果の考察

本節では、各評価ワード、各評価基準における各企

業タイプ間で、多重比較分析を行う。多重比較分析と

は、独立した群が３群以上あるとき、どの群とどの群

の平均値に有意差がなるのかを検定する方法である。

本論では、企業クラスターが５群あるため、この多重

比較分析により、５群におけるすべての２群の組み合

わせにおいて平均値に有意差があるのかを調べる。こ

こで、多重比較分析にはいくつかの方法がある。本論

では、企業クラスターＡ～Ｅにおける各企業の評価ワ

ードの出現率が必ずしも正規分布とは限らないため、

ノンパラメトリックの扱えるSteel-Dwass法を用いた。

例として、企業クラスターＡ～Ｅにおける各企業の

「休日がない」の出現率を用いて実際に分析した結果

が表12である。

分析の結果、企業クラスターＡＢ間において、５％

有意で出現率の平均値に差があると結論付けられる。

同様にして、すべての評価ワード、評価基準におけ

る各企業クラスター間で、多重比較分析を行った結果、

22語の評価ワード、４つの評価基準において、企業ク

ラスター間での評価ワード出現率の平均値に差が認め

られた。その結果を表13に示す。企業クラスター間で

の評価ワード出現率の平均値に差が認められた評価ワ

ードについて、明らかとなった傾向をまとめる。

１)出現率の平均値に差が認められる評価ワードには、

下位概念が多い。下位概念とは、二つの概念が包

括・被包括の関係にある時、包括される方の概念

である。逆に包括する方の概念を上位概念という。

例えば、評価基準②待遇面の満足度・人材の長期

育成における「待遇が悪い」という抽象的な評価

ワードについて、企業クラスター間で差はみられ

なかったが、しかし、「待遇が悪い」に包括される

「放任主義」、「給与への不満」という下位概念の

評価ワードについては、企業クラスター間で差が

みられた。下位概念の評価ワードはそれぞれの企

業クラスターの特徴を端的に捉えたものが多い。

企業クラスターＡは、①法令順守意識の評価の低

さに影響している「休日がない」、「ノルマ」等の

評価ワードが、他企業クラスターの間で出現率に

差が現れた。また企業クラスターＣは、③社員の

相互尊重・風通しの良さの「トップダウン体制」、

「ワンマン」等ネガティブワードが、企業クラス

ターＤやＥとの間で出現率に差が現れた。下位概

念に属するより具体的な評価ワードにおいて、出

現率に差が出やすいことが推察される。

２)上位概念の評価ワードにおいて差がみられるのは、

企業クラスターＤとその他の企業との間が多い。

企業クラスターＤの企業は、総合評価を含め、全

ての評価基準においても総じて評価が高い。特に

②待遇面の満足度・人材の長期育成、③社員の相

互尊重・風通しの良さに属する多くの評価ワード

において、企業クラスターＣとの間に有意差がみ

られた。「働きやすい」、「のんびりした」という抽

象的な表現のポジティブワードであれば、待遇、

福利厚生制度等が整っており、安定性のある大企

業が属する企業クラスターＤにおいて、評価ワー

ドの出現率が高くなることが明らかとなった。

３)一方で、⑤社員の士気、成長環境に属する「良い

環境」という抽象的なポジティブワードにおいて、

企業クラスターＤと企業クラスターＥの間で出現

率に差がある。この評価ワードについては、全て

の評価基準において総じて評価が高い傾向にある

企業クラスターＤよりも、若い世代における成長

に対し良い環境である企業クラスターＥの方が高

い評価を得たことが示された。若年者にとって、

自身の成長のため挑戦できることが重視され、能

力開発に取り組める環境が整っていることが高い

評価につながることが推察される。

次に、企業クラスター間での評価ワード出現率の平
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均値に差が認められた４つの評価基準について考察す

る。

①法令順守意識

ネガティブワード：企業クラスターＢと企業クラ

スターＤの間で「ネガティブワード」全体の出現

率に差がある。総合評価が最も高い企業クラスタ

ーＤと法令順守意識が低い企業クラスターＢにお

いてはネガティブワード全体の出現率にそれが表

Web上の転職サイトの情報を用いた職場への総合評価に影響を与える要因の分析と考察

表10 評価基準①におけるポジティブ・ネガティブワード出現率

表11 各企業クラスターにおける各評価基準の出現率
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れたと考えられる。

②待遇面の満足度・人材の長期育成

ネガティブワード：企業クラスターＣと企業クラ

スターＤの間で「ネガティブワード」全体の出現

率に差がある。総合評価が最も高い企業クラスタ

ーＤと待遇面への満足度が低い企業クラスターＣ

においてはネガティブワード全体の出現率にそれ

が表れたと考えられる。

③社員の相互尊重・風通しの良さ

ポジティブワード：企業クラスターＢ、Ｄと企業

クラスターＡの間、企業クラスターＢ、Ｄと企業

クラスターＣの間で「ポジティブワード」全体の

出現率に差がある。総合評価が最も高くどの評価

用語の出現率も均等に高い企業クラスターＤと

「左脳」という評価ワードが頻出した企業クラス

ターＢがともにポジティブワード全体の出現率が

高くなったと考えられる。

ネガティブワード：企業クラスターＣと企業クラ

スターＥの間で「ネガティブワード」全体の出現

率に差がある。ベンチャー企業でフラットな組織

が多い企業クラスターＥとワンマン企業の多い企

業クラスターＣにおいてはネガティブワード全体

の出現率にそれが表れたと考えられる。

④人事評価の適正感：ポジ╱ネガティブワードとも

に有意差なし

⑤社員の士気、成長環境：ポジ╱ネガティブワード

ともに有意差なし

５.まとめ

本研究では、下記のような研究成果が得られた。

１）転職サイトVorkersにおける教育・研修支援業界

のクチコミ数の多い上位90社をケーススタディと

し、各企業の９つの評価項目におけるスコア値を

用いて主成分分析を行った。その結果、第３主成

分までを解釈できた。また、その主成分得点を用

いてクラスター分析を行った結果、90社をＡ～Ｅ

の５つの企業タイプに分類することができた。

２）９つの評価項目における第１～３主成分を用いて

クラスター分析を行った結果、５つのクラスター

(評価基準①～⑤)に分類することができた。本研

究では、①法令順守意識、②待遇面の満足度・人

材の長期育成、③社員の相互尊重・風通しの良さ、

④人事評価の適正感、⑤社員の士気、成長環境と

名付けた。

３）各クラスターの企業から１～２社ずつを抽出し、

計８社に関するクチコミ約3,000件から評価ワー

ドを83語、極性語句を合計25個抽出し、計108語の

評価ワードを得た。108語の評価ワードが、５つの

評価基準①～⑤のどれに関連するかで分類すると

ともに、ポジティブワードかネガティブワードか

で、さらに分類を行った。

４）各企業に対するクチコミ計約30,000件における、

108語の評価ワードの出現率を自動的に算出した。

次に、評価ワード、評価基準における各企業クラ

スター間で、多重比較分析を行った結果、22つの

評価ワード、４つの評価基準において、企業クラ

スター間での評価ワード出現率の平均値に有意差

が認められた。さらに、有意差のあった評価ワー

ドとそれに関連する企業クラスター(タイプ)の特

徴との間の関連を考察した。その結果、関連する

企業クラスター(タイプ)の特徴をよく表すととも

に、それらの評価ワードは下位概念の用語が多い

ことが考察された。

今日、ネット上には企業に対する莫大な評価情報が

ある。今後の展望として、それらの情報を用い、詳細

に分析することにより、企業タイプに応じた離職率を

下げるためのヒントを導き出すことが可能と考える。
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